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平成１７年度 特別支援教育豆だより ー特別な教育的ニーズがある子への指導の手立てー 

 

   

 

 

 いろいろな困った行動には，それぞれ訳があります。同じような行動でも，背景となることが違えば，

対応も異なります。背景をよく理解して対応することが大切です。 

 

 

 

 

（１）パニックを起こしやすい子への対応 

         

 

   

 

 

 

 

 

 

   

 

＜ポイント＞前もって，パニックにならなくてもすむ対応を工夫してみるとよいのかもしれません！ 

  例 

・ やらなくてはならないことをいっぺんに言ったりして，混乱を拡大しないように注意する。 

・ 前もって，やり方やルール，予定などを分かり易く視覚的に教えておく。 

・ 予定が変更になりそうな時は，早めに，何が，どう変更になるか分かり易く伝え，黒板等に書いてお

き，注意を促すようにする。  

・ 普段から，感情を言葉で表現できるようにしたり，パニックになりそうな時に自分なりの回避の方

法（水を飲みに行く，「ドンマイ，ドンマイ」とつぶやく）等を練習したりしておく。 

 

（２）こだわりの強い子への対応 
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＜ポイント＞ 

・ 周囲がとても困るようなこだわりについては，こだわりを変える 

手立てが必要ですが，こだわりがよい面に現れることもあるので， 

そこをうまく活用し長所に変えていくようにします。 

例・「～をやったら好きな～をやれる」と決まり事を作る。 

・几帳面に片づける子は係活動のお手本にする。 等 

Ｎｏ２ パニックを起こしやすい子・こだわりの強い子への対応 

行動の背景（認知特性） 支援の方法・工夫 

困った行動 

・パニックは，時間がかかっても必ずおさまるので，慌てず冷静に

子どもと接するように心がける。 

・あまり多くを言わずに，場所を移して落ち着くのを待つ。 

・安心できる言葉や物を保護者から聞いておくと役立つ。（おまじ

ないのようなもの） 

・パニックを起こしても何も変わらない，得なことは何もないとい

うことを伝えていく。 

・収まったら，まず褒め，どうしたかったのか，どうすれば良かっ

たのかを話し合う。 

ここに一番 

目を向けてね！ 

興奮するとあばれるなど，何を言っても聞き入れない 

・不安や恐れからパニックにな

る。（どうしたらよいか分からず

恐怖・不安でいっぱい） 

・予定が変わったり，自分の思っ

た通りでないと混乱する。 

・ゲームで負けた時など感情が抑

えられない。等 

・こだわりをすぐになくすことは難しいですが，出来るこ

とを増やし関心を広げることでこだわりも減ってきます。

・こだわり（どうしてもやりたい事など）をしてもよい時

間や場所，終わす時間などを決め，それ以外の時間等では

やらないなど，小さな約束から根気強く指導する。 

自分の好きな事や決まったやり方をなかなか変えられない 

・予測できない事や変化に対して柔軟

に対応できない。 
・新しいことや，やったことがないこ

とに対して不安で動けない。 


